
（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）

２　指定管理者

３　当該施設の管理運営に関わる収支（単位：千円）

４　職員の配置状況（人数、役職、職務内容、正職員・非常勤職員等）
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指定管理者の管理運営に対する評価シート（年度評価）

所管課

市

設置年月

大町市大町字光明寺3091-1

選定方法

施設名

所在地

大町市ふれあいプラザ

大町市常盤3546-33

平成１３年４月

民生部福祉課包括・支援係

団体名

住　所
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項目

差引（Ａ－Ｂ）
計（Ｂ）

管理人1名（正職員）：施設管理等全般
事務員1名（臨時雇用員、常勤）
管理人4名（臨時雇用員、非常勤）

指定期間

支出

収入

納付金

-5,616-5,292



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）
５　施設の利用状況

６　自主事業の状況

７　事故発生時の対応

８　施設・設備の修繕状況

菖蒲湯

りんごの湯 10月22日 28名
浴槽にりんごを浮かべ、りんごの湯を
楽しんで頂く

児童クラブの児童と避難訓練を行う16名10月13日地震訓練

避難訓練、消火訓練 6月30日 23名
児童クラブの先生方と職員と合同で消
火訓練を行い、児童クラブの児童と避
難訓練を行う

地域の方40名と児童クラブ29名と短
冊に願い事を書き、飾付。「そば切り
音頭」を一緒に踊る

69名8月8日七夕まつり

参加者数等 内容

浴槽に菖蒲を浮かべ、菖蒲湯を楽しん
で頂く

50名6月12・13日

6,558人 131.2%
200人 186人 93%

- 5,652人 -児童クラブ利用者
自主事業利用者
入浴施設利用者
施設利用者
利用区分等 達成（％）実績目標値

69.2%692人1,000人
5,000人

事業名・イベント名 開催日

日付 内容・対応等

日付 内容・対応等
なし

11月14日 男子・女子浴室シャワー水栓修理
7月15日 固定電話修理



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）
９　利用者満足度調査（利用者アンケート）

１０　管理運営に対する評価、制度導入の効果について（総括）

・施設の利用者数確保への取り組みは、本来木曜日は入浴施設の休業日であったが、年末の１２
月２８日（木）を開館し、施設利用の利便性の向上に取り組んでいただいており評価できる。

・危機管理については、防犯訓練等を児童クラブと合同で実施し、緊急時の対応についても訓練
を実施して利用者の安全確保に努めている。

・経年使用しているボイラーの部品が廃盤となっていることから、修繕ができなくなっており、
早急に改修の必要があると考える。

・5月8日より新型コロナウィルス感染症が5類感染症に移行し、貸館利用者やお風呂の利用者数
が昨年より増え、入浴施設の利用者は約800人利用者増となった。
　
・ボイラーの老朽により異音がすることがあり、ボイラー技士より（日特工業）修繕の余地がな
いため
ボイラーの交換をお願いしたいとの話があった。（市へ報告済）

【施設所管課（総括）】

【指定管理者（総括）】

　
【アンケートによる改善点】

【アンケート集計結果内容】
　

・風呂で喫煙された方がいて臭かった（全館禁煙）

【アンケート方法】

　
【アンケート期間】

　

【利用者からの主な苦情・意見とその対応】

アンケート実施の有無（ 無 ）



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）
１１　評価内容

経営方針
施設運営のための経営方針は適切であったか
市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解し運営されているか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

利用者のサービス向上、利用促進に向けた取り組み
サービス向上のための取組みは適切であったか
利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足度が得られているか
利用者の要望・意見の把握や対応は適切であったか
利用者のトラブルの未然防止と対処方法は適切であったか
施設の設備等の活用は適切であったか
広報など利用に関する周知計画は適切であったか
利用促進への取り組みは適切であったか
施設利用（貸出）に関する具体的な計画は適切であったか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

○ ○

○
○ ○

・入浴営業を特別に実施するなど施設利用者の要望等に応えていただいている。

・入浴利用のサービス向上にあたり利用促進に取り組んでいただいた。

・施設を利用していただいた際には、窓口等で声掛けをし、利用に際し要望や、意見等があっ
た時は管理者に連絡するようにしている。
・入浴施設では、シャワーチェアの老朽化により新しく購入した。また、利用者から頭髪等の
収集にコロコロフローリングローラーの設置依頼があり、購入設置した。
・入浴サービスの向上促進にあたり、ポイントカードの導入、無料鍵付きロッカーを備えてい
る。
・施設の催しやボイラー等急な故障の際には、有線放送や貼り紙、また受付でのアナウンスを
行い迅速な対応を心掛けた。
・12月末、本来ならば定休日であったが（12/28・木曜日）年末年始休業となるため、入浴
営業を特別実施した。

○ ○
○ ○
○

評価の視点・項目　適当である「○」、改善が必要である「△」、未実施「×」
１　施設の運営について 評価

指定管理者 所管課
○ ○
○ ○

・施設の目的である、市民の福祉保健衛生の保持促進、文化向上の拠点施設としての施設運営
管理に
努め、児童から高齢者まで幅広い利用があった。
また、入浴施設は地域の公衆浴場の役割を果たしている。
・施設には、大町市南部地域包括支援センター、ＪＡ大北指定訪問介護事業所が入り福祉・介
護の相談窓口、介護サービスの拠点となった。
・施設の貸館は毎週水曜日（午前）のソフトエアロビの利用から、地域住民のサークル活動、
会議、認知症カフェ等幅広い利用をいただいている。

・南部地域包括支援センターとＪＡ大北指定訪問介護事業所、南小児童クラブが入り、高齢者
向けの事業や児童らとの交流も図られ、設置目的に沿ったものとなっている。

指定管理者 所管課
○ ○
○ ○
○ ○



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）

安全対策・緊急対策
利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか
防災訓練等が実施されているか
施錠、警備体制等は適切であるか
その他緊急時の対応が適切であったか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

利用者の平等な利用の確保
利用者の平等な利用の確保がされたか
不適切な利用の制限が行われていないか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

○ ○
○ ○
○ ○

・「防犯対策マニュアル」を毎年緊急時の対応役割、緊急連絡先の整備をし、施設内に常勤し
ている職員および施設管理人で確認している。

・防災訓練、消火訓練は児童クラブと合同で行った。

・施錠、警備は「ふれあいプラザ閉館時間チェック表」に沿って最終施錠者が行っている。

・防犯訓練、消火訓練を児童クラブと合同で行っており、利用者の安全確保に取り組んでい
る。

・危機管理対応マニュアルを作成し、職員が対応について共有している。

指定管理者 所管課
○ ○
○ ○

・地域住民のための施設として軽運動室や食堂は予約を受付、市民の方誰でも公平に利用でき
るよう配慮している。

・利用促進にむけ、施設での催しの際には地域住民に対して施設の利用について説明を行い利
用促進の周知をした。

・施設利用は予約制で利用できる体制としており、市民が誰でも利用できるよう開放してい
る。

・利用促進の周知を行い、利用促進に努めている。

２　危機管理体制、平等利用等について 評価
指定管理者 所管課

○ ○

評価の視点・項目　適当である「○」、改善が必要である「△」、未実施「×」



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）

施設の管理運営に係る経費の内容
施設・設備の維持管理の取組みは適切であったか
経費節減のための取り組みは適切であったか
収支計画と事業計画の整合はとれていたか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

経理及び事務処理等
適正に会計処理が行われているか
業務報告書や事業報告書が適切に作成されているか
引き渡した備品が適正に管理されており、その帰属が明確であるか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

・入浴施設は、毎日の清掃と点検、塩素の残留濃度測定を実施し、また、レジオネラ菌検査も
実施して、衛生面の安全確保を図っている。

・照明設備について、こまめな消灯に心掛け、季節による照明の点灯時間の調整を行い、省電
力削減に努めている。

・原油価格高騰による電気料、灯油購入費用が大幅に増加したことは、やむを得ないことと考
える。

・入浴施設の毎日の清掃・点検（塩素残留測定）、法定のレジオネラ属菌検査を（年2回）
行っている。また、定期点検、ワックスがけ等の年間計画表を作成し専門業者へ依頼してい
る。

・内部照明は使用しない場所の消灯を、外部照明の点灯時間を季節、日照時間にあわせて調整
し節電に努めた。

・収支は灯油が昨年よりも費用増、人件費は年々最低賃金の上昇により費用（支出）が増え
る。

・指定管理者の事業所の規定に基づき会計処理が適正に行われ、毎月、事業報告書が提出され
ている。

・備品管理も点検を実施し、適切に管理されている。

・施設管理責任者、事務担当者、管理人を配置しＪＡの経理規定により適正な会計処理を行っ
ている。

・毎月、事業報告書を大町市高齢者・包括支援係に提出している。

・備品については適切な管理に努めるとともに、ＪＡ保有の備品と区別して管理している。

評価の視点・項目　適当である「○」、改善が必要である「△」、未実施「×」

所管課
○ ○
○ ○
○ ○

○ ○

指定管理者

３　施設の管理経費及び事務処理等について 評価
指定管理者 所管課

○ ○
○ ○



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）

職員の配置について
人員の配置、有資格者の配置は適切であったか
職員の研修計画は適切であったか
地域雇用への配慮がなされているか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

労働条件について
労働法規等を遵守した適正な労働条件を確保しているか
（※「労働関係法令遵守に係る確認事項」を記入のうえ、添付すること）
法定三帳簿（労働者名簿.・賃金台帳・出勤簿）が整っているか
給料が遅滞なく定められた期日に支払われているか
健康診断は適正に行われているか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

所管課

○ ○

○

指定管理者 所管課

○ ○

・労働基準法に基づき適正な労働条件を確保し、雇用にあたっては労働条件を提示し契約を締
結している。法定三帳簿が職場に備え付けられている。

・給料は、指定管理者の事業所の規定に基づき、翌月１８日に滞りなく支給されている。

・健康診断については、毎年実施し、受診指導も行われている。

・労働法規、定款、人事給与規定に基づき適正な労働条件を確保するとともに雇用者との間で
労働条件を示した労働契約を交わしている。

・労働三帳簿は各職場に備えてある。

・給与は毎月末締めとし、翌日の18日に滞りなく支給（振込）している。

・健康診断は毎年実施している。（ただし、管理人については正職員の1週間所定労働時間の
1/2であるため、各自で健康診断をしてもらい健康管理に努めてもらうよう指導している）

評価の視点・項目　適当である「○」、改善が必要である「△」、未実施「×」
４　労務管理について 評価

○ ○
○ ○
○ ○

・年末年始の休館日以外、土、日、祝日も開館するため、職員が交代で勤務し、施設管理や利
用者対応、安全管理が実施されている。
　また、防火管理者の資格を取得し、火災予防に努めている。毎月、管理人の定例会議も実施
され、職員間の情報共有ができている。

・管理人は、地域の高齢者を雇用し、高齢者の働きの場を創出している。

・休日や夜間開館しているため交代勤務体制で施設管理を行い、入浴等にかかわる衛生管理に
は特に注意し、清掃や消毒を行っている。

・管理者、管理人が防火管理者の資格を有している。

・管理人は地域の高齢者を雇用している。

○ ○
○

指定管理者



（　年度評価施設　：　大町市ふれあいプラザ　）

連絡調整体制の整備
施設の運営や事故等、必要な報告・連絡が速やかに行われたか
指定管理者と施設所管課で調整が行われたか
指定管理者と施設所管課が互いに協力し、施設の有効活用が図られたか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

自主事業の実施・地域への配慮
自主事業の内容は適切であったか
地域との連携ができたか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

法令等の遵守・個人情報の保護措置・情報公開
関係法令等が遵守されたか
個人情報保護の取組みは適切であったか
【指定管理者の評価】

【所管課の評価】

その他施設の特殊事情

【指定管理者の評価】

・施設の設備等の故障や異常時には、市で速やかに連絡があり、指示を受けて対応していただ
いている。

・事故や修繕、緊急閉館を余儀なくされた場合、直ちに高齢者・包括支援係にへ報告、協議を
行い、利用者へは有線放送、掲示等を行い対応した。

・施設の利用や設備等の交換、修繕についてはその都度伺いを行っている。

評価

○ ○

指定管理者 所管課
○ ○
○ ○

・リンゴ風呂等を実施し、地域の利用者等に楽しんでいただける事業の実施も行えている。

・6月に菖蒲湯、10月にりんごの湯を計画し季節の湯を楽しんでいただいた。

・8月に七夕まつりを南部地域包括支援センターで企画し、地域住民（主に高齢者）と南小児
童クラブの児童に参加してもらい、久々に三世代交流が実現できた。

・特定避難所の指定があるため、施設近隣に住所のある職員が徒歩にて施設開閉ができる体制

・緊急連絡網を整備し、緊急時において開館が必要な場合には対応できる体制が整えられてい
る。

・法令順守、個人情報保護の取組は毎月開催している管理人会議にて周知徹底している。ま
た、雇用契約の際「秘密情報の保護」について念書を徴収している。

・関係法令は遵守され、管理人会議を毎月実施し、個人情報の保護の対応についてそれぞれが
意識をもって対応している。

（施設所管課で施設の特殊性を考慮した内容を記載）
（施設所管課で施設の特殊性を考慮した内容を記載）

所管課
○ ○
○ ○

指定管理者

指定管理者 所管課
○ ○
○ ○

指定管理者 所管課
○ ○
○ ○

評価の視点・項目　適当である「○」、改善が必要である「△」、未実施「×」
５　その他



労働関係法令遵守に係る確認事項

①就業規則
ア 〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ
〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

ウ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

②労働条件の明示
ア

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ
〔 ☑は　い ・ □いいえ ・ □該当無 〕

ウ
〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

エ

〔 ☑は　い ・ □いいえ ・ □該当無 〕

③休暇・休日・休憩
ア

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

ウ
〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

エ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

④労働時間
ア 〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ
〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

ウ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

施設名：大町市ふれあいプラザ

労働者に対し、休日は週１日以上与えていますか。

労働者に対し、労働時間が６時間を超える場合は４５分、８時間を超える場合は６０分の休憩時間を
与えていますか。

変形労働時間制（１か月単位、１年単位、フレックスタイム制等）を採用していますか。

④－イで「はい」の場合、それぞれ必要な手続き（就業規則への規程、労使協定の締結、労働基準
監督署への届出等）を行っていますか。

【ア～エで「いいえ」と回答した場合は、その改善計画】
　

週の所定労働時間は、４０時間以下ですか。

所管課：民生部福祉課包括・支援係

常時１０人以上の労働者を使用していますか。

年次有給休暇の時効は２年としていますか（未使用の年次有給休暇は、次年度に限り繰越可能とし
ていますか。）

　
【ア～エで「いいえ」と回答した場合は、その改善計画】

①－アで「はい」の場合、就業規則を作成し、労働基準監督署へ届出を行っていますか。

就業規則を作成した場合は、その内容を常時職場の見やすい場所に掲示したり書面で交付したりす
るなど、正しい方法で労働者に周知していますか。

労働者に対し、労働時間、賃金等に関する事項を書面により交付していますか。

契約期間の定めがある労働者に対し、労働契約の更新の有無及び更新基準を明示していますか。

解雇事由について、就業規則等で具体的に明示していますか。

パートタイム労働者に対し、昇給の有無、退職金の有無、賞与の有無及び相談窓口を書面により通
知していますか。

労働者（パート、アルバイトなども含む）に対し、継続勤務期間等に応じて、年次有給休暇の日数を正
しく付与していますか。



エ 〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

オ
〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

カ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

⑤賃　金
ア

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

ウ

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

エ
〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

オ 〔 □は　い ・ ☑いいえ 〕

カ

※回答不要 〔 □は　い ・ □いいえ 〕

⑥保　険
ア

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ 〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

⑦その他
ア

〔 ☑は　い ・ □いいえ 〕

イ
〔 □は　い ・ ☑いいえ 〕

ウ
※回答不要 〔 □は　い ・ □いいえ 〕

エ
〔 □は　い ・ ☑いいえ 〕

オ
※回答不要 〔 □は　い ・ □いいえ 〕

宿日直業務はありますか。

労災保険に加入させていますか。

⑦－イで「はい」の場合、時間外、休日、深夜の労働をさせていませんか。

④－エで「はい」の場合、労使協定を締結し、労働基準監督署へ届出を行っていますか。

労働者の労働時間を、タイムカード等の客観的な記録を基礎として確認したり、労働者に対し実態を
正しく記録し適正に申告するよう十分に説明した上で、自己申告制としたりするなど、正しい方法で把
握していますか。

法令で定められた最低賃金以上の賃金を支払っていますか。

賃金から、法令に定めるもの（所得税、社会保険料など）及び労使協定を締結したもの以外の控除を
行っていませんか。

④－エで「はい」の場合、時間外労働、深夜労働に対し、２割５分以上の割増賃金を支払っています
か。

④－エで「はい」の場合、休日労働に対し、３割５分以上の割増賃金を支払っていますか。

　
【ア、ウ、オ、カで「いいえ」と回答した場合は、その改善計画】

外国人を雇用していますか。

⑦－エで「はい」の場合に、在留カード等で就労可能な在留資格、在留期間を確認していますか。

⑤－オで「はい」の場合、宿日直手当で対応するにあたり、労働基準監督署の許可を得ていますか。

対象となる全ての労働者（社会保険については、１か月の所定労働日数及び１週間の所定労働時間
ともに３/４以上勤務する労働者。雇用保険については、所定労働時間が一週間あたり２０時間以上
及び３１日以上の雇用見込みの労働者）を社会保険及び雇用保険に加入させていますか。

【ア、イで「いいえ」と回答した場合は、その改善計画】

労働者に対し、１年以内ごとに１回の健康診断を行っていますか。

年少者（１８歳未満）を雇用していますか。

　

時間外労働や休日労働をさせていますか。


